
コロナ禍によって、令和 2年度の「幸袋まち まちづくり協議会」の活動は、大胆に制限されました｡ 

 これまでの人々の生活・活動の基本は「集まる」こと、「密になる」ことでしたが、コロナ禍はこれら

をもとから覆す大きな出来事となりました｡ 

 今、私たちの最大の課題は、コロナ禍が引き起こした「人間関係、日常生活」の分断を乗り越えて、

「新しい生活様式」に馴染み、地域の「繋がり」を取り戻す､再構築するという、そんな「文化や空気」を

どうやってつくるか、人に会えないことで「会いたい」という気持ちや、この思いの頻度を増やそうと

いう心根をどうやって起こせるかです｡ 

 しばらくはウィズコロナ（コロナとの共存）の社会が続いて、新しい枠組みや構造も変わり、考え方も

変わり、さらに経済も新しい形で構築され、また人や物の動きも変わって行くと思います｡「新しい生活

様式」の社会的距離（ソーシャルディスタンス）は、物理的距離（2ｍとか）を指すものですが、この不安

が渦巻く今の社会において最も重要なことは、「人と人との心の距離を縮めること」だと思います｡ 

 「幸袋まち まちづくり協議会」の理念は「人の心の杖となる」ことです｡ 

「杖」は持っているだけでは役に立ちません｡「人に寄り添ってしっかりと支えること」が「杖」の最大の

役目です｡ 

 非常に難しい問題ですが、私たちは地域との「繋がり」をつくる幸袋の重要なプラットホーム（基盤）

として、今、何をすべきかを考え、行動します。 

 どうか皆様におかれましては健康に留意されまして､ご自愛をお願いいたします。 

令和 2年 9月 1日 

幸袋まち まちづくり協議 会長 逢坂 忠男 

      新型コロナウイルスの影響でまちづくり協議会の各部会

のイベントが出来ない状況にあります。先日の教育・文化部

会の会議の中でも、子ども達の育成に関わるイベントも中

止せざるを得ない状況であることから、総務・企画部会に

提案をされてある年末の「イルミネーション企画」に協力

をお願いしたところ快くお受けいただきました。 

９月中旬より総務･企画部会でテーマを決め、レイアウト・デザインをまとめていきます。その後、教育・

文化部会、幸袋地区の子ども会の保護者の方々、ジュニアリーダーの方々と一緒に準備・制作・設置をし

ていきます。 

 テーマの中には「コロナウイルスに負けるな幸袋」の思いも込め、様々なアイデアを地域に発信して

いこうという声も出ていました。点灯期間は１２月中旬から 1月中旬までの約１ヵ月間を予定しています。 

 この年末の「イルミネーション企画」は一度限りのイベントではなく、幸袋地区の恒例の企画として少

しずつ充実したものに仕上げていきたいと思っています。飾りつけなど協力して頂ける方、またご家庭

で使わなくなった防水性の電飾などがあれば、交流センターに連絡、又はお持ちくだされば利用させ

て頂きたいと思います。 （事務局長 中島 正勝） 
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幸袋まち まちづくり協議会ではコロナウイルス感染症防止のため、各

自治会に手指用アルコール消毒液（１Ｌ）と微酸性次亜塩素酸水（１２Ｌ）を

配布しました｡ 

微酸性次亜塩素酸水は机や椅子、ドアノブなどに噴霧して消毒するも

ので、このたび社会福祉法人 穂波学園（飯塚市庄司１１５０番地）からご

提供いただきました｡穂波学園様、誠にありがとうございました｡ 

イルミネーション問合せ先  

幸袋交流センター 

  飯塚市幸袋 50番地 ☎０９４８-２２-１１８９ 

今年はコロナウイルス感染症対策といたしまして、恒例行事であります幸袋大運動会、幸袋交流セン

ターまつりを中止といたします。本年度は我慢の年となりますが、また皆様と笑顔で会えますことを願

い､コロナ対策に一人一人心がけていきましょう！ 

 現在の幸袋交流センター（旧幸袋

公民館）は老朽化が進んでいるた

め､旧目尾小学校跡地に新設移転を

予定しています｡現在、校舎取り壊し

の工事が進められており、令和６年度

の供用開始を目指しています｡皆様

のコミュニティの場、健康と安全を守

る施設として、新たな幸袋地区の拠

点地ができます。    

 

 

 

 

 

幸袋交流センター建設予定の外観図 
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教育･文化部会では中学生のジュニアリーダーの育成をはじめ、子ども会行事の活動、まちづくり協

議会主催のイベントにおける支援に取り組んでいます｡ 

 毎年７月に実施している中堅幹部講習会では、ジュニアリーダーが中心となって活動しており、リーダ

ーとして引っ張っていく力、自分たちで何かを成し得る力を身につける場となっています｡ 

 今年度はコロナ禍で子ども会行事やまちづくり協議会主催のイベント等が中止となっていますが、本

来なら年間を通してたくさんの行事があります。 

地域の子どもたちにとって住みよいまち、安心なまちづくりを目指し、活動していきたいと思います

ので、今後とも子どもたちのご支援の程よろしくお願いいたします｡     （部会長 沖田 由香） 

新型コロナウイルスの影響で本年度の健康･福祉部会の活動ができない状況が続いています。通常

であれば１年間を通して、健康体操､健康ウォーキング、グラウンドゴルフ大会、認知症予防講座等、市民

の健康を守る活動を行っています。 

健康ウォーキングでは幸袋・目尾地区などを回る３キロ程度のウォーキングコースについて、安全確

保に留意しながら部会員で計画を立てております。いつも好評でたくさんの方に参加いただいており

ますが、本年度は人数を制限したりなどコロナ対策をしっかり取り組んでいきたいと思いますので、再

開できた際には皆様の参加をお待ちしております｡ 

 楽しみにしている皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、今年度はできる限りの活動を行えた

らと思っております。本年度もどうぞよろしくお願いいたします｡      （部会長 田中 弘俊） 

  

※写真は前年度までの活動の様子です｡ 

健康体操 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ大会 健康ウォーキング大会 

子どもフェスティバル 中堅幹部講習会 カルタ大会 

※写真は前年度までの活動の様子です｡ 

あんぜん・環境部会では、地域の美化清掃、防災倉庫の備品管理、点検等を主に行っています。今後

も住民の皆様が安心して生活できるよう取り組んでいきたいと思います。 （部会長 森山 元昭） 

  

地域づくり部会では自治会対抗のソフト

ボール、バレーボール、ソフトバレーボール

などの球技大会を中心に取り組み、地域の

活性化を目指して活動しています｡２年前か

らは新たな競技としてカローリングを取り

入れ、参加者からは好評を得ております。 

今年度は新型コロナウイルス感染防止に

より多くの事業が中止となっており、皆様に

は大変ご迷惑をおかけしておりますが、今

後ともよろしくお願いいたします。 

（部会長 小金丸 豊） 

  

スポーツ推進委員の方か

らルールなどの指導をい

ただきゲームをしました。 

※写真は前年度までの活動の様子です｡ 

※写真は前年度までの活動の様子です｡ 

一斉清掃･美化活動 防災倉庫点検 

福祉ネットワーク委員会部会では、行方不明者や徘

徊により緊急に捜索が必要になったときに備え、電話に

よる緊急連絡訓練を行っています。  

（部会長 浦川 裕紀） 

  

※写真は前年度までの活動の様子です｡ 


